第９号様式
	○○許可申請書(注1)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　月　　　日
       仙崎海上保安部長　殿
                             　　　　申請者　 住所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名                           
 　１　目的及び種類(注2)
 　２　期間及び時間(注3)
 　３　区域又は場所(注4)
 　４　方　　法(注5)
 　５　そ　の　他(注6)


注意事項
　　注 ：第９号様式でＡ４用紙１枚とする。記載内容によって２枚以上となりうる場合は、　　　　 各記載内容を別紙として添付する。
　　注1：用途により、表題中不要の文字を削ること。
　　　　 仙崎港内の工事・作業は許可申請となります。
　　　〔 例 〕工事の許可申請の場合　→　「工事許可申請書」
　　　　　　　作業の許可申請の場合　→　「作業許可申請書」
　　注2：目的及び種類 単に「○○○港改修工事」とすることなく、工事作業の内容を具体　　　　 的に記載する。
　　　〔例１〕　○○発注による○○岸壁○○メートルの築造工事
　　　　　　　　（床掘、基礎捨石、ケーソン据付、上部工施工）
　　　〔例２〕　○○発注による○○岸壁潜水調査
　　　〔例３〕　○○港　｛海図上の著名物標の｝○○を基点として次の各点を順次結んだ　　　　　　　　線で囲まれた海域（別図参照）
　　　　　　　　　イ点は、基点から○○度○○メートルの地点
　　　　　　　　　ロ点は、イ点から○○度○○メートルの地点
　　　　　　　　　ハ点は、ロ点から○○度○○メートルの地点
　　　　　　　　　ニ点は、ハ点から○○度○○メートルの地点
　　注3：期間及び時間 実際に工事又は作業をする期間（開始年月日、完了年月日）及び１　　　　 日の作業時間を記載する。
　　　〔例１〕　自　令和○年○月○日
　　　　　　　　至　令和○年○月○日
　　　　　　　　　　　　○○○○から○○○○までの間
　　　　　　　　　　　　（または　日出から日没まで）
　　　〔例２〕　令和○年○月○日～令和○年○月○日
　　　　　　　　　　　　○○○○から○○○○までの間
　　　　　　　　　　　　（または　日出から日没まで）
　　注4：海図上の著名物標からの方位距離で明示し、場所・区域が確認できる図面等を添付　　　　 すること。
　　　〔例１〕　○○港　○○会社○○岸壁前面海域（別図参照）
　　　〔例２〕　○○港　｛海図上の著名物標の｝○○から○○度○○メートルの海域
　　　　　　　（別図参照）
　　注5：工事又は作業の手順に従い、工種毎に施工内容を具体的に詳しく記載する。
　　　〔 例 〕
　　　　　基礎工
　　　　　　１　グラブ式浚渫船（○○号）で－○○ｍまで床掘（土量○○‰）を行う。
　　　　　　　　床掘土は、土運船により○○に埋め立て用土として投入する。
　　　　　　　　　（別図　○○、○○参照）
　　　　　　２　ガット船により、○○から石材を運搬し、床掘箇所に投入する。
　　　　　　　　　（別図　○○参照）
　　　　　　３　潜水士により、－○○ｍに荒均し、本均しを行う。
　　　　　　　　　（別図　○○参照）
　　　　　付帯工
　　　　　　１　汚濁防止膜の設置、撤去
　　　　　　　　本工事期間中、別図○○の位置に、汚濁防止膜○○めーとる、クレーン船　　　　　　　　と潜水士により設置、撤去する。
　　　　　　　　汚濁防止膜には簡易標識灯（２秒１閃、黄色灯火）を３個設置する。　　　　　　　　　　　（設置要領　○○図参照）
　　注6：標識設置、警戒要領その他船舶に対する事故防止措置、中止基準等について記載す　　　　 ること。
（イ）標識、灯火等を設置する場合は、設置場所、標識の種類又は型式及び灯質、　　　　　　　 光達距離等
　　　　　　　※｛設置場所は図面にも記載し、標識のカタログを添付する。｝
　　　　 （ロ）警戒船を配備する場合、警戒位置及び船舶に対する具体的周知方法等
　　　　　　　※｛別紙　警戒船調書に記載し添付すること。｝
　　　　 （ハ）気象、海象による中止基準の設定
　　　　 （ニ）関係者に対する周知方法
　　　　 （ホ）潜水作業に係る安全対策
添付書類（上記以外）
　　　 ・緊急連絡体制
　　　 ・使用船舶一覧（作業船等船舶を使用する場合）
　　　 ・警戒船調書（警戒船を使用する場合）
提出部数：１部
その他
　　　 ・許可を受けた工事（作業）に変更が生じたときは、事前に別途許可申請又は届け出　　　　 をすること。
　　　　 　　　　許可申請となるもの：期間延長、区域変更、内容変更　　　　
　　　　 　　　　届け出となるもの　：使用船舶の変更
